
平成３０年度  宇都宮市立宮の原小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

基本目標 豊かな人間性をもち，主体的・創造的に生きていくことができる健康でたくましい子どもの育成 

・目指す児童像 「本気で学べ」「元気に遊べ」「正しく生きよ」「喜んで働く」 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

人間尊重の精神を基盤とした全教育活動を通して，学校教育目標の具現化を進め，児童一人一人の有する能力を伸ばしつつ，

社会において自立的に生きる基礎を培い，また，国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うとともに，保護

者及び地域住民との連携・協働により，地域とともにある信頼される学校づくりを推進する。 

・学びのある学校････豊かな体験を通して，自信をもち自立した子どもを育む学びのある学校 

 ・仲間のいる学校････友達と活動し，共に生きる喜びを感じる仲間のいる学校 

 ・楽しい学校････････夢の実現を目指して努力する子どもを支援する，楽しさのあふれる学校 

 ・信頼される学校････家庭，地域と協働して子どもを育む，地域に開かれ信頼される学校 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1)  全教職員による目的の共有化，ＯＪＴを意識した勤務と主体的な学校経営への参画促進 

(2)  指導力向上のための研修の充実，行動規範の徹底と危機管理等に関する意識の向上，働き方改革の推進 

(3)  知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育む教育の実践《けやきプラン２０１８》 

(4)  地域とともにある学校づくりと地域に根差した取組の推進 

(5) ○小中一貫教育の推進（地域学校園としての研究推進） 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】・「宮小けやきプラン２０１８」の推進による特色ある教育活動の推進 

○「小中一貫教育と地域学校園」の取組の推進 

【 学 習 指 導 】 ・自分の思いや考えが相手に伝わるように表現できる児童の育成」～書く活動を通して～ 

【 児 童 生 徒 指 導】 ・人とのかかわりを通して，きまりを守ったり人を思いやったりすることができる児童の育成 

【健康（体力・保健・食・安全）】 ・自らの健康と安全に関心をもち，進んで体力づくりに励む児童の育成 

 

 

５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】全体アンケートの

「私は，今の学校が好きで

す」⇒児童の肯定的回答 

８５％以上 

・縦割り班活動等の充実や，児童会主

体のあいさつ運動・いじめゼロ運

動，スポーツ大会実施等を通して，

主体的に｢人とかかわる力｣を育て

る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

[一条地域学校園教育ビジョン] 基本をしっかり身に付け，地域に生きる子どもを育む一条地域学校園 

  



Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「教職員は協力し，教える

べきことを熱心に指導し

ている」⇒保護者の肯定的

回答８５％以上 

・児童の実態を把握し，課題と思われ

る点を共通理解する場を意図的に

設け，全校体制で指導する。 

・必要に応じてケース会議を開き，児

童の実態に即した指導体制を整え

る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】全体アンケートの

「児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守って生

活している」⇒児童の肯定

的回答８５％以上 

・授業を通して，正しい言葉遣い(発

言･発表･友達の呼び方等)を指導

し徹底を図る。 

・「宮小こどものきまり」や「学びの

マナー」を週目標に位置付けるな

どして意識させる。また，発達段階

に応じた指導を全職員で共通理解

し，改善を図りながら継続的に取

り組む等，指導の充実を図る。 

・「生活目標ふり返りカード」を活用

することで，さらに意識付けを図

る。 

・「宮小３つの約束」を活用し望まし

い行動習慣の形成に努めるととも

に,「宮小キラリ賞」を設定し善行を

奨励する。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】全体アンケートの

「先生方の授業は，分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる」⇒児童の肯

定的回答８５％以上 

・とちぎっ子学習状況調査や全国学

力・学習状況調査の結果を十分検

討し，児童の実態に即した内容の

指導や形態の工夫を行う。 

・全校体制で，課題の明確な提示や分

かりやすい発問・板書を工夫し，児

童一人一人が分かる授業を目指す。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】全体アンケートの

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる」⇒児童の肯定

的回答８５％以上 

・いじめに関するアンケートや教育

相談を有効に活用し，事実の把握

に努めると共に，いじめは許され

ない行為であることを徹底できる

よう，様々な機会を生かして継続

的な指導を行う。 

 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】全体アンケートの

「学校の日課，授業，行事

等は，適切に実施されてい

る」⇒保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・保護者・地域の方々の参加を得る行

事等について，事前の調整を工夫

し，丁寧な準備のもとに実施する。

行事終了後は振り返りを行い，次

年度への改善を図る。 
 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は，学校便りや学校

公開等で，積極的に情報を

発信・提供している」⇒保

護者の肯定的回答８５％

以上 

・年２回の学校公開や土曜授業を，学

校を知ってもらう機会として効果

的に実施する。 

・毎月，学校だより・学年だより等を

発行するとともに，適宜ホームペ

ージを更新する。 

 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は，家庭・地域・企

業等と連携・協力して，教

育活動や学校運営の充実

を図っている」⇒保護者の

肯定的回答８５％以上 

・地域コーディネーターを活用して，

教育活動全般にわたり協力を得ら

れる人材を増やしたり、学校園で

協力して人材確保に努めたりす

る。 

・街の先生・地域の人材の参画を得た

授業や，企業の出前講座等を積極

的に行い，地域の教育力をさらに

学校に取り入れていく。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は，清掃がしっかり

行われ，学習しやすい」⇒

児童の肯定的回答８５％

以上 

・清掃用具の使い方や清掃の仕方等

を指導する（特にトイレ清掃）と共

に清掃強化週間を実施し環境整備

に努める。 

・教職員も身支度を整え，時間いっぱ

い児童と一緒に清掃する。 

・廊下の環境整備に努め，指導してい

く。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ10 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校は,小学生や中学生

が交流する活動を行って

いる」⇒児童・教職員の肯

定的回答８０％以上 

・地域や学校園と連携した「あいさつ

運動」を継続して行い年３回小中

合同で実施する。 

・６年児童が中学校の合唱コンクー

ルに参加したり，クリーンアップ

キャンペーンに中学生が来校し，

地域住民や保護者，小学生ととも

に校庭清掃を実施したりして，小

中が連携した取組を実施する。 

・学習や体力の向上，図書館教育，食

育など様々な領域において学校園

で取り組んでいることを児童に還

元し，周知に努める 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ11 多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。 

【数値指標】全体アンケートの

「多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。⇒教職員の肯定的

回答８０％以上 

・学級担任とＡＬＴの連携・分担につ

いて，それぞれの役割を明確にし，

適切なティーム・ティーチング等を

行う。 

・かがやきルーム指導員と連携・協力

を図り，個に応じた学習指導を行う。 

・学習に必要な資料等を学校図書館

司書と連携し準備したり授業で活用

したりする。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 



Ａ12 教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。 

【数値指標】全体アンケートの

「教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。⇒教職員の

肯定的回答８０％以上 

・外国語活動主任や担任は，授業の計

画や教材作成の依頼，授業の振り

返り等，ＡＬＴと円滑なコミュニ

ケーションを図ることができた

か。 

・学習指導を効果的に進めるために，

かがやきルーム指導員や学校図書

館司書と円滑なコミュニケーショ

ンを図ることができたか。 

・職員会議や研修などで学習指導や

児童指導に関わる情報交換や共通

理解を図ることができる場を設け

る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

Ｂ１ 「魅力ある学校づくり地

域協議会」を有効活用し，

学校経営の充実を図る。 

【数値指標】全体アンケートの

「学校全体に活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である」⇒地域住民の

肯定的回答８５％以上 

・学校で課題となっていることを積

極的に説明し，協議会の意見を反

映するとともに，一体となって課

題解決にあたる。 

・地域人材を活用したより効果的な

体験活動を実施し,学校教育の充

実に努める。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ13児童は，進んであいさ

つをしている。 

【数値指標】「児童は時と

場に応じたあいさつを

している」⇒児童の肯定

的回答８５％以上 

○小中学校・家庭・地域と連携した

「みやのはらあいさつ運動」を継

続し，あいさつの定着を図る。（「み

やのはらあいさつの日」毎月１日） 

・教職員が率先してあいさつすると

ともに,具体的な時と場に応じた

あいさつや発達段階に応じたあい

さつができるように，道徳や特別

活動などにおける意図的な指導や

日常的な指導を行う。 

・縦割り班やクラスでのあいさつ運

動を実施し，意識を高めるように

する。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ14 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】「児童は時と

場に応じた言葉づかい

をしている」⇒児童の肯

定的回答８５％以上 

・国語，道徳，学級活動の授業を通し

て，相手の立場や時と場に応じた

正しい言葉づかいができるよう

に，話し方の指導を行っていく。 

・児童の「さん」づけを意識して指導

するとともに教師も言葉づかいに

は十分配慮する。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ２ 児童は，学校生活の

中で，みんなのために，

進んで活動したり働い

たりしている。                                    

【数値指標】学校独自質問

の「わたしは，お手伝

いや係の仕事，ボラン

ティア活動などをし

ている」⇒児童の肯定

的回答８５％以上 

・ボランティア活動について，児童会

が主体となって朝会で呼びかけた

り，活動の様子を学校だよりや学

年だより，地域学校園だよりなど

で紹介したりして，意欲を高めて

いく。 

・道徳の時間等でボランティアの意

義や助け合うことの大切さを教

え，日常生活での実践の場で指導

する。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 



健

康

・

体

力 

Ａ15 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】「児童は休み

時間や放課後などに

進んで運動している」

⇒児童の肯定的回答

８５％以上 

・児童が，目標を決めて進んで取り組

めるように，各種の検定やがんば

りカードなどを工夫改善し，指導

に生かしていく。 

・共遊やクラス遊びを工夫し，校庭で

の運動を奨励する。 

 

【【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ16 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，好きき

らいなく給食を食べ

ている（きらいなもの

でも１口は食べてい

る）」⇒児童の肯定的

回答８０％以上 

・学校栄養士と連携し，教科における

食に関する指導や生活習慣に関す

る指導を行うとともに，給食時の

栄養指導等を継続して行う。 

・各種便りで保護者の啓発を行い，家

庭と連携を図っていく。 
 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ３ 給食後に進んで歯

磨きを行っている。 

【数値指標】学校独自質問

の「わたしは，歯磨き

をしている」⇒児童

の肯定的回答９５％

以上 

 

・学級指導や給食後の歯磨き指導を

工夫する。（養護教諭の各教室での

指導の継続，共通のＢＧＭ，保健委

員会の主体的な活動等） 

・保健だよりの予防や治療の勧め等

により，家庭の協力理解を図る。 

・はみがき強化週間を設け，意識付け

を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

学 

 

習 

 

等 

  

Ａ17 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，授業中

に進んで話し合うな

ど，積極的に学習して

いる」⇒児童の肯定的

回答８０％以上 

・学習意欲を向上させるために，魅

力のある学習課題及び提示の仕方

を工夫する。さらに，学び合いの

工夫をしたり学習したことを生か

せる場を工夫したりする。 

・児童が「話合い」のスキルを習得で

きる場を意図的に設定したり話題

に沿った話合いができる場を増や

したりするよう努める。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ18 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，授業中

に先生や友達の話を

よく聞くなど，落ち着

いて学習している」⇒

児童の肯定的回答 

８０％以上 

 

・児童の実態に応じた，分かりやすい

課題を提示することで，見通しを

もって学習活動に取り組めるよう

にする。 

・「学びのマナー」の基本スタイルに

基づき，発達段階に応じた学習態

度・技能が身に付くように，各学年

で重点項目を決め，効果的な指導

を工夫する。 

・「学力向上専門員」の支援のもと，

具体目標を決めて指導にあたる。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ19 児童は，地域でのボ

ランティア活動や行

事に参加している。 

【数値指標】全体アンケー

トの「児童は，地域で

のボランティア活動

や行事に参加してい

る」⇒児童の肯定的回

答８０％以上 

・地域でのボランティア活動や行事

への参加を奨励するとともに，学

年だよりや学校だより，懇願会等

を通して保護者の協力が得られる

ようにする。 

・児童が立てる長期休業中の計画に，

地域でのボランティア活動や行事

を位置付け，参加への意識を高め

る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

Ｂ４ 家庭学習を続ける

習慣が身に付いてい

る。 

【数値指標】学校独自質問

の「わたしは，宿題や

自主学習を決めた時

間にやっている」⇒児

童の肯定的回答 

８０％以上 

・毎日の宿題で基礎学力の定着を図

る。 

・学年ごとに，発達段階に応じた自主

学習の内容と方法を具体的に示し

指導する 

・家庭学習の定着の意義や学校での

指導内容を，学級懇談会や学年だ

より等で保護者に知らせ，より一

層の理解や協力を得られるように

努める。 

・「家庭学習強調週間」を実施し，取

組の徹底・充実を図る。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ５ 児童は，本をよく読んで

いる。 

【数値指標】学校独自質問の「児

童は，本を読んでいる」⇒保

護者の肯定的回答８０％以

上 

・読書の質の深化を図るような図書

室利用を工夫する（学校司書と連

携した読書指導の実践・個に応じ

た選書支援（読書コンシェルジ

ュ）・学校のオアシスとしての環境

づくり，蔵書の充実）。 

・頑張る学校プロジェクト「宮小本は

ともだちプロジェクト」の実践，家

読（うちどく）の奨励等を通して，

家庭読書の充実を図る。 

・朝の読書１５分間の充実，担任によ

る読み聞かせなど，本に親しむ機

会を増やすとともに様々な活動で

図書室を有効に活用する。 

・多読者の表彰の場を継続して読書

への意欲を高める。 

・読んだ本の感想を記録・蓄積し，共

有する機会をつくることで，読書

の幅を広げる。 

 

【達成状況】 

 

 

【次年度の方針】 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

 

 



６ 学校関係者評価 

 

 

７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


